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それが「真の恋」というものだろう。もっとも、
恋に本物だの偽物だのというのは野暮の骨頂かも
しれないが。
個別性への憧れと、相手の中に垣間見えるイデ
ア的な善 =美への渇望との同時存在。とすれば恋
とはもともと内部に大きな矛盾を孕まざるを得な
いものであり、時々刻々広がりゆく亀裂に耐えて
瞬間の充実を求める、そういうものなのであり、
それを描いたのがシェイクスピアであり、マー
ドックであり、紫式部なのではないだろうか。
「イデアの世界近くに留まる人びとは、愛する
人のうちに肉体の美のみならず魂の美も見ること
が出来る」と「愛とビジョン―マードックのエロ
スと個別性」（Iris  Murdoch  and  the  Search  for  
Human  Goodness所収）の中でナスバウムは言

う。これが恋愛における「天にも昇る心地」の正
体であり、ここでも個別性と普遍性の同時存在が
見られる。
愛はイデア的には光輝くものであっても、現実
世界に落とし込めば怜悧な刃物のように人を刺し
て止まない。それでも、いやそれだからこそ人は
恋愛に憧れるのだろう。過ぎ去りゆく瞬間の中
で、生きている実感をひりひりと生身に刻み付け
る何かが襲ってくるのを耐え忍ぶ、恋とはそうい
う体験であるのだから。
それはある程度まで若さ―いくつになっても

「私は心は若い」などと言いたがる人もいるので、
実年齢かどうかは問わない―の特権であり、一方
年を取ることの快楽は、上述のようなことを恥ず
かしげもなく語れることであろう。

第 21回大会報告記

中　窪　　　靖

10月26日（土）明治学院大学において、第21回
日本アイリス・マードック学会が開催された。当
日は4つの研究発表と、1つの特別講演が行われ
た。中でも、今年がマードック生誕100年に当た
る記念の大会となるため、第一線でマードック研
究を牽引してこられたアン・ロウ先生を特別講演
の演者として招聘した。また、もう一人、神学の
研究者であるキム・ジンヒョク先生を韓国より招
聘した。いずれも、ポール・ハラー会長のご尽力
のおかげで実現にこぎつけたものである。
まず、研究発表であるが、いずれも刺激的な内
容であった。一つ目の「A  Severed  Headにおけ
る錯綜する愛」では、作品の中の複雑な人間関係
を、近親相姦を中心に解き明かそうとする試みで
あった。その中心におかれたのは、エディプスコ
ンプレックスと、この作品のタイトルにもなって
いる「切られた首」の象徴である。二つ目の「ア
イリス・マードックの作品に読むブロンテ的要
素」では、一見関連が薄いように見えるマードッ
クとブロンテ姉妹との関係をストーンマンとガ
ナー＝ラウスという二人の批評家の論述を基に解

き明かそうとした。三つ目の「Murdoch  and  the  
classics:  a  reading  of  An  Accidental  Man」では、
フィオナ・トムキンソン先生の原稿を代読する試
みを、ウェンディ中西先生が買って出て下さり、
これまでにない研究発表が実現した。トムキンソ
ン先生は極めてユニークな発想で An  Accidental  
Manを分析してみせた。一見したところ、その
中にギリシャの哲学・ギリシャ演劇の要素を見る
のは難しい。しかしながら、Jackson’s  Dilemma
の中で語られる「書物とは、少なからず古代世
界の息吹きの中にどっぷりとつかっているもの
だ」という言葉を手掛かりに、筆者はこのユ
ニークな分析を展開した。四つ目の「Seeing  the  
Beauty  of  the  Divine:  A  Murdochian  Approach  
to  Religious  Art  with  Special  Attention  to  
Iconography」では、神学でいうところの図像学
の視点で、マードック哲学を分析してみせた。
マードックの芸術と宗教と道徳とからなる形而上
学は、たとえ彼女がキリスト教徒のように図像学
に関心を向けていないことを差し引いても、現代
に生きる我々が宗教芸術を理解する手掛かりを与
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えてくれるというものであった。
一方、アン・ロウ先生による特別講演は、キン
グストン大学でアーカイブ・プロジェクトに関わ
り、マードックが生前に残した資料の整理・編纂
の活動を担ってきた研究者ならではの、マードッ
ク学徒にとっては垂涎の的と言ってもいい興味深
いお話であった。特に、すでに一部は書籍の形で
世に出ているが、今なお4000通もの未公開の私信
があるという事実が熱っぽく語られた。合わせ
て、現在の今の一瞬一瞬もアーカイブプロジェク

トのメンバーが日々資料の整理に取り組んでい
ることも紹介された。また、それに加える形で、
マードック研究の最前線では、現代の政治的社会
的な状況がそのコンテクストとなっているとの指
摘もあった。
今回も、会は終始和やかな雰囲気の中で進行し

たので、会員相互の親睦も図れたと思う。引き続
き、次年度に向けては、現在新しい企画を模索中
であるので、それを含めて実り多い会になること
を期待したい。

特別講演要旨

Iris  Murdoch  :  Archives  and  Afterlife

Anne  Rowe

I  was  delighted  to  speak  at  the  Iris  Murdoch  Society  of  Japan  Conference  in  this,  the  
centenary  year  of  Iris  Murdoch’s  birth.  My  task  was  to  outline  developments  at  the  
Murdoch  Archives  at  Kingston  University,  including  acquisitions,  projects  and  publications,  
and  to  review  centenary  events  organised  by  the  Iris  Murdoch  Research  Centre  at  
Chichester  University.  At  the  center  of  these  events  was  the  Centenary  Conference  at  St  
Anne’s  College,  Oxford,  in  July  where,  with  over  100  delegates  from  23  countries,  67  
papers  illustrated  an  extraordinary  range  of  research  by  Murdoch  scholars  worldwide.  
Together,  the  growing  body  of  archival  material  at  Kingston  University  and  the  concurrent  
global  interest  in  Murdoch  are  not  only  inviting  fresh  avenues  of  research  into  her  novels,  
but  also  transforming  perceptions  of  the  kind  of  woman  she  was.  

New  generations  of  scholars  are  now  interpreting  her  work  more  freely  in  the  light  
of  contemporary  political  and  societal  concerns,  and  I  spoke  in  some  detail  of  my  own  
re-reading  of  Under  The  Net  in  relation  to  the  METOO  Movement.  I  went  on  to  explain  
how  recent  students  had  reappraised  The  Sandcastle  in  relation  to  society’s  failure  to  
identify  serious  mental  health  issues  in  the  young,  suggesting  that  Murdoch’s  novels  are  
not  only  depicting  the  tortured  inner  lives  of  a  group  of  troubled  young  characters,  but  
also  indicating  causes  for  their  ailments  and  practical  methods  of  dealing  with  them.  
Murdoch’s  hitherto  side-lined  representations  of  gender  relationships  also  imply  that  her  
understanding  of  gender  fluidity  is  making  a  meaningful  contribution  to  current  debates  on  
how  society  should  acknowledge  the  complex  nature  of  human  sexuality  and  its  impact  on  
individual  lives.  These  fresh  perspectives  make  it  clear  that  Murdoch’s  vision  of  humanity  
is  a  prescient  one,  especially  when  attention  is  turned  away  from  those  self-obsessed  
central  characters  towards  other  courageous  battles  that  confront  her  minor  characters,  


